
厳 しい寒さも少しずつ和 らぎ、吹く風に春の訪れを感じる頃と

りました。もうすぐ今和 7年度の終わりを迎えます。

先日、卒業証書授与式を挙行し、3年生が本校を巣立っていき

ました。新 しい生活に期待を膨らませ、新年度に向けての準備を

整えているところだと思います。 2年生はあと 1年、 l年生はあと2年の中学校
生活となります。月日が過ぎるのはあっという間です。自分や仲間のことを大切

にし、支えあいながら、少しずつ努力を積み重ね、それぞれの夢や日標に近づく

ように、残りの中学校生活の一日一日を大切に過ごしましょう。
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3月 13日  (金)に、
を巣立っていきました。

第 77回卒業証書授与式を挙行し、

学校長「はなむけの言葉 (一部)」

146名 の生徒が本校

を紹介します。

「過去には感謝を、現在 |こは信頼を、未来には希望を」

先日、ある本を読んでいて、次の言葉が目にとまりました。「過去には感謝を、現在には信頼を、
未来には希望を」という言葉です。短ヽヽ言葉ですが、様々な解釈ができ、簡潔だからこそ、深い意味を感じさせ

ます。特に「過去には感謝を」という部分が私の′む:こ響きました。これまでに出会った多くの人々、そして過去の

出来事のすべてが、今の自分にとってかけがえのないものであり、その一つ一つに感謝することの大切さを改

めて気づかせてくれたからです。自分自身に感謝することも大切です。この言葉に続く、「現在には信頼を」は、

今の自分や仲間を信じることの大切さを、そして「未来には希望を」は、将来の夢を描くことの大切さを示して

いるのではないでしようか。この言葉から学べることは多く、人生を豊かにしてくれる「道じるべ」のように私は

感じました。
言葉の受け止め方は、人それぞれです。どのように感じ、どのように生かしていくのかは、皆さんにお任せしま

す。ぜひ一度、考えてみてください。卒業する音さんへの最後の宿題としておきます。

ご多忙の中、ご臨席いただいた来賓の皆様、保護者の皆様ありがとうございました。
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卒業証書授与式での卒業生代表と在校生代表の言葉を紹介します。

卒業生の思いを |。 2年生の皆さんがしっかり受け継いでくれるこ

とを願っています。

在校生「送ることば」(一部 )

そんな先輩方は、本日をもってこの石井中学校を卒業され、それぞれの進路へと歩まれ
ます。新たな環境へと旅立たれる先輩方の中には、喜びや期待だけでなく、不安や苦労を

感じていらっしゃる方もおられることでしよう。しかし、この二年間、一生懸命に学校生活を

送り、さまざまな困難を乗り越えてこられた先輩方なら、これから立ちはだかるどのような困難もきっと り越え

ていかれることと思います。そして、その先には、輝く未来が先輩方を待っていると、私は信じています。

明日からは、私たちが石井中学校を引っ張っていく存在となります。まだまだ未熟な私たちが
｀
この学校のリー

ダーとなるのは、もしかすると早すぎるかもしれません。これまで先輩方が大切にしてこられた石井中学校の伝

統を私たちが受け継ぐことができるのか、不安も多くあります。しかし、この石井中学校がさらに活気あふれる学

校となるよう、私たちは日 努々力してまいります。

幼い頃から私たちを温かく見守ってくださった地域の皆様、ありが
｀
とうございました。

これからは見守る側になれるよう努力していきます。

先生方をはじめ、学校で私たちを支えてくださった皆様、私たちに優しく接していただき

ありがとうございました。三年団の先生方、いつも私たちに優しく寄り添いつつ、私たちが間違ったことをしたと

きには、穏やかに諭してくださいました。また、行事の時には私たちと一緒になって楽しんでくださったこともいい

思い出です。三年間ありがとうございました。

在校生の皆さん、一緒に思い出を作ってくれてありがとうcこれからの石井中学校での生活がより充実した

ものになることを願っています。「石井魂」、前の学年から受け継いだこの言葉を今度は皆さんに渡します。自分

を信じ、仲間と手を取り合い、より素晴らしい石井中学校にしてください。
三年間、共に過ごした皆さん、二年間本当に楽しかった。他愛のない会話で笑い、時には仲違いをし、あっと

いう間の二年間でしたね。皆さんと過ごした時間はかけがえのないものとなりました。これからは、それぞれ別々

の道を進んでいきます。その道は決して楽なものではありません。きっと困難にボつかることもあると思います。

そんな時には、みんなで過ごした二年間を胸に、乗り越えていきましょう。三年間、一緒に過ごしてくれて本当に

ありが
｀
とう。
そして、お父さん、お母さん、私たちの一番近くで私たちに愛を注いでくださいました。′ヾも身体も大きく成長

していく中で、いらだちをボつけたり、ささいなことで反発したりすることもありました。そんな私たちに寄り添い、

支えてくださいました。未熟な私たちは「ありがとう」、たった五文字の言葉をなかなか口に出すことができませ

んでした。だからこそ、今ここで伝えます。ありが
｀
とう。これから先も、まだまだヽ配をかけることもあると思います

が、これまでと変わらず應援してください。
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卒業生「旅立ちのことば」(一部 )


